




吹上神社 
もともとは、日枝神社であったもの

が、明治40年に、付近の五社を合

祀して吹上神社と改称された。 



白井権八延命地蔵 
歌舞伎の演目『鈴ヶ森』の主人公、白井権八（モデルは鳥取藩士の平井

権八）にゆかりのある地蔵。 
路銀に困った権八が、通りすがりの商人を斬り殺して金を奪うのだが、そ

の現場で事の一部始終を見ていたかのように佇む地蔵尊に権八が「今

の事は他言してくれるな」と言ったところ、石造りの地蔵が「吾（わ）れは言

はぬが 汝（なれ）言うな」と言い返したという伝説がある。 
 







久下神社 
付近の鎮守。16社が合祀されて現

在の形になっている。 



権八地蔵 
鳥取藩士の平井権八が、辻斬りを行った

時に、現場で一部始終を見ていたとされる

地蔵。「他言するな」との権八の言葉に、

「わしは言わぬが、ぬしも言うな。」と返し

たという逸話も残されている。 



東竹院 
寛文年間（1661-1672）に忍（おし）城主が、禅宗の祖

達磨大師に似た巨石を秩父から城中へ運ばせようと

したのだが、いかだで運ぶ途中で川に落ちてしまい、

不明になっていたのだが、それから250年ほど経った

大正14年に、荒川の東竹院のすぐ前で、偶然に発見

されたことから、現在同寺に達磨石として、安置され

ている。 



八丁の一里塚 
16里目の一里塚。現在は、説

明板のみが残る。 





札の辻跡 
熊谷宿の札の辻つまり高札場の跡があった。 
幕府からの通達や、生活の心得などが掲示

されていた。説明版が立っている。 
 

高城神社 
奈良時代以前の創建とされる。現在の本殿、

拝殿は、寛文11年（1671）に再建されたもの

で、今なお、当時の面影を残している。 

本陣跡 
竹井家が務めた、熊谷宿の本陣跡。明治の

火災と、昭和の戦災のため、現在は碑が建

つのみである。 







新島一里塚 
ここは１７里目で、植木の一里塚とも云われる。樹齢

300年の欅の大木がある。ここには「従是南忍藩 安

永九年」の領界石がある。また、向かい側には「摩多

利神改修の碑」の石碑もある。 



忍領石碑 
徳川御三家に次ぐ親藩であった忍藩が安永9年
（1780）に16ヶ所に建てた藩境の１本で、明治以降、

長らく行方不明だったが昭和14年（1939）に発見され、

この地に再建されたものと云われている 







明治天皇御小休所跡 
志がらき茶屋本陣跡である。 
茶屋本陣とは、中山道を行き来する大名や幕府公用

者に食事や茶などを提供する休憩所といったところで、

宿泊施設としては機能していなかった。 



馬頭観音 
馬への感謝と祈りが込められているようである。そも

そも馬頭観音とは、近世以降は馬が急死した路傍や

芝先（馬捨場）などに馬頭観音像を建てることが多く

なった。 

東方一里塚跡 
馬頭観音の向かいに、石碑はなく一本の木があ

るのが東方一里塚があった場所と思われる。 

鬼林稲荷大明神 
２月上旬には初午祭が行われるが、縁起不明。 





御嶽神社 
境内には一心行者記念碑がある。 

愛宕神社 
楡山神社の摂社であり、同一の氏子に

よって護持されている。江戸時代までは

八町八反の広大な社叢をもち、火防など

の信仰がある。 



ふるさとの並木道 
中山道が国道十七号と交差する地点の東西に伸び、江戸末

期の安政年間には、深谷宿のはずれに、松、杉、合わせて四

百本ほどあったといわれてる。今では見返りの松に昔日の面

影が偲ばれる。現在の並木は、中山道の拡幅整備に伴い、イ

チョウ、クロマツ、ケヤキを植栽して復元したもので、昭和59年
（1984）、「ふるさとの並木道」に指定された。 

見返りの松 
宿場の外れにあるこの見返りの松は、宿に泊まった江戸

への旅人が、一夜の間柄となった女との別れを惜しんだ

場所だったことから名付けられた。残念ながら平成18年
（2006）2月に枯死し、伐採されてしまった。 

常夜灯 
天保11年（1840）の建立で、宿場の東口にあった。 

大谷邸 
昭和恐慌の時、時の深谷町長故大谷藤豊氏がお助

け普請で建てた木造二階建て洋館付和洋折衷住宅。 

行人橋 
木橋が主流だった江戸時代には珍しく石橋だった。ここからが宿の始

まりだという説もある。明治31年（1898）には当時の最新建材である煉

瓦を使って建設されている。行人橋の右岸橋詰に「橋の改修由来碑」

が立っている。 



飯島本陣跡 
宝暦2年（1752）より明治3年（1871）ま で本陣職を務め

た。本陣の一部は印刷所の事務所裏手に現存し、上段

の間、次の間、入側が古色を帯びて保存されている 
旧田中籐左衛門商店 

当蔵元は近江商人であり享保元年（1716）、屋号「十一屋」と

してこの地に創業。約950坪の敷地に本屋、店蔵、酒蔵、精

米倉などの建物があり、古いものは幕末の物と推定される。

平成16年（2004）廃業により300 年の歴史を閉じた。 

呑龍院 
常夜燈（西口）の向かいにあり、真っ赤に塗られた呑

龍院鐘楼は人目を引く。境内には子育て地蔵がある。 

常夜灯 
天保11年（1840）の建立で、宿場の西口にあった。透かし

の「三」はこの常夜燈を立てた富士講の講印。宿場の発展

を願い、天下泰平、国土安眠、五穀豊穣と刻まれている。 



竜宮神社 
竜宮神社が建てられたのは池が始まりであった。 
その池の由来は、深谷上杉氏四宿老の一人、岡谷加賀野守源香丹が、皿沼城から曲田城へ移り住んだ

明応5年（1496年）6月の大早魃の時、貯水池を掘ったところ、現在のこの場所より、まさに滝のごとく水が

湧き出てきたので、この不思議な様を見て神様のお恵みお導きとして、社殿を建て竜宮神社と奉称してお

まつりをした。 



二十二夜塔と石碑 
ここには、二十二夜塔と馬頭尊など3基の石碑がたっている。 



源勝院 
源勝院（曹洞宗）は、岡部の地を領地とした安部家の

菩提寺としてつくられた寺で、境内墓地の一角に2代
信盛から13代信寶まで、12基の屋根付位牌形の墓碑

が、東向きに南から北へ世代順に並んでいる。 

岡部神社 
本殿には歓喜天の本像が安置されている。 
岡部六弥太忠澄の祈願所とも言われ、寿永年間忠澄は

一の谷の戦功を感謝し、記念に杉を植栽したと伝えられ

ている。 

普済寺 
岡部六弥太が栄朝禅師の徳から建立した寺。 
本尊は十一面観音と一百体観音。栄朝は栄西

を師事し、禅宗を広く布教した。 





耕地整理紀念碑 
耕地を整理した記念碑である。 

島護産泰神社 
創立時期は不明。祭神は、瓊々杵尊・木之花咲夜姫命 

全昌寺 
岡部陣屋の長屋門が移築されている。 



馬頭観音 
仏教における信仰対象である菩薩の一尊であるが、近世

は、馬が急死した路傍や芝先（馬捨場）などに馬頭観音像

を建てることが多くなった。像ではなく単なる「馬頭観音」の

文字を彫っただけの石碑であったりもする。 

百庚申 
万延元年（1860年）庚申（かのえさる）の年

に建てられたもの。 



滝岡橋 
小山川に架かる橋で、起源は江戸時代からの渡し（渡船場）で

ある。橋は、花崗岩でできている。 
橋の名前は、本庄市滝瀬の「滝」と、岡部町の「岡」の一字をと

りつけられた。 



馬頭観音 
藤田小学校の前にある。 
仏教における信仰対象である菩薩の一尊であ

る。 

八幡大神社 
祭神は誉田別尊（応神天皇）・神功皇后・中比

売神（応神天皇后）。 
建久年間（1195）に児玉党の一族・牧西四郎広

末が武運長久の守護神・相州鎌倉の鶴岡八幡

宮を奉遷して当所に祭ったもの。 



賽神石碑・子育地蔵尊 
「賽神の石碑」、「子育地蔵尊」、「庚申塔」がある。 

傍示堂 
傍示堂集落センターの隣にある、小

さな土蔵造りの堂。 



新泉橋 
本庄市と熊谷市（旧妻沼町）を結んでいる橋である。 

御堂坂 
緩やかな坂で、坂の途中に庚申塔が建っている。 



大正院 
江戸時代「成田詣」が盛んであり、多くの人が参詣のた

めに利根川を下っていた。そのため、本庄でも成田詣を

したいという願いを受け、成田山新勝寺の本尊の御分

霊を大正院に安置した。 



金鑚神社 
第29代欽明天皇のころの創建といわれる。社殿は、

極彩色うるし塗りの権現造りである。11月2～3日
に行われる本庄祭りでは、山車の引き回しは関東

随一といわれる豪華なものである。 
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